
 

２ ０ １ ６ 年 ５ 月 ３ １ 日  ４ １ ９ 号 

６ 月 ３ ０ 日 （ 木 ） は 、 

町 ・ 県 民 税 １ 期 分 の 納 期 限 で す 。 

外
国
青
年
に
よ
る
津
軽
弁
大
会 

２
０
１
６
開
催
の
お
知
ら
せ 

 

《
総
務
課
》 

 

町
で
は
、
青
森
県
在
住
の
外
国
青
年
に
、
津
軽
弁
を 

交
え
て
体
験
談
や
歌
、
劇
な
ど
を
発
表
し
て
い
た
だ
く 

『
外
国
青
年
に
よ
る
津
軽
弁
大
会
２
０
１
６
』
を
開
催 

し
ま
す
。 

 

ご
近
所
お
誘
い
合
わ
せ
の
上
、
お
気
軽
に
ご
来
場
く 

だ
さ
い
。 

●
開
催
日
時 

 

平
成
二
十
八
年
七
月
二
日
（
土
） 

 

午
後
三
時
開
始 

（
開
場
…
午
後
二
時
三
十
分
） 

●
会
場 

 

国
際
交
流
会
館
ホ
ー
ル 

●
入
場
料 

 

無
料 

●
問
い
合
わ
せ
先 

 

総
務
課 

ま
ち
づ
く
り
班 

（
内
線
２
６
４
） 

※
入
場
整
理
券
は
発
行
し
ま
せ
ん
の
で
、
直
接
会
場
へ 

お
越
し
く
だ
さ
い
。 

 

平
成
二
十
九
年
度
小
学
校 

新
入
学
予
定
者
に
対
す
る

就
学
時
健
康
診
断
に
つ
い
て 

 

《
教
育
委
員
会
》 

 

学
校
保
健
安
全
法
に
基
づ
く
、
平
成 

二
十
九
年
度
小
学
校
新
入
学
予
定
者
に

対
す
る
就
学
時
の
健
康
診
断
を
、 

 

平
成
二
十
八
年
十
一
月
十
日
（
木
） 

に
実
施
い
た
し
ま
す
。 

内
容
・
当
日
の
日
程
等
に
つ
き
ま
し

て
は
、
十
月
中
旬
に
保
護
者
あ
て
郵
送

に
て
通
知
い
た
し
ま
す
。 

     

●
問
い
合
わ
せ
先 

 
教
育
委
員
会 

学
務
総
務
班 

（
内
線
２
１
４
） 



鶴
田
町
身
体
お
よ
び

知
的
障
害
者
相
談
員

に
つ
い
て 

 

《
町
民
生
活
課
》 

平
成
二
十
八
年
四
月
一
日
よ
り
新

た
に
決
ま
り
ま
し
た
。
福
祉
関
係
等
に

関
す
る
相
談
に
応
じ
ま
す
の
で
、
お
知

ら
せ
し
ま
す
。 

●
身
体
障
害
者
相
談
員 

小
坂 

清
弘
（
沖
） 

☎
２
８
―
２
０
９
８ 

山
田 

豊
実
（
山
道
） 

☎
０
９
０
―
１
４
９
２
―
１
０
４
３ 

●
知
的
障
害
者
相
談
員 

 

月
永 

進
（
鶴
泊
） 

☎
２
２
―
２
２
１
８ 

●
問
い
合
わ
せ
先 

町
民
生
活
課 

福
祉
支
援
班 

（
内
線
１
６
２
） 

 

自
動
車
税
の
納
付

は
お
早
め
に
!! 

 

《
西
北
地
域
県
民
局 

県
税
部
》 

自
動
車
税
の
納
期
限
は
六
月
三
十

日
（
木
）
で
す
。
お
近
く
の
コ
ン
ビ
ニ

エ
ン
ス
ス
ト
ア
、
銀
行
や
郵
便
局
な
ど

の
金
融
機
関
で
納
付
し
て
く
だ
さ
い
。 

ま
た
、
ク
レ
ジ
ッ
ト
カ
ー
ド
で
も
納

付
で
き
ま
す
。
納
付
の
手
続
き
は
、
イ

ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
上
の
専
用
サ
イ
ト
か

ら
納
税
通
知
書
に
記
載
さ
れ
て
い
る

「
納
付
番
号
」
、「
確
認
番
号
」
や
ク
レ

ジ
ッ
ト
カ
ー
ド
の
番
号
な
ど
を
入
力

し
て
行
い
ま
す
（
手
数
料
三
二
四
円
が

か
か
り
ま
す
）
。 

◇
専
用
サ
イ
ト 

「
Ｙ
ａ
ｈ
ｏ
ｏ
！
公
金
支
払
い
」 

（http://koukin.yahoo.co.jp

） 
◇
県
税
部
窓
口
取
扱
時
間 

 

午
前
八
時
三
十
分 

～
午
後
五
時
十
五
分 

 

（
土
・
日
曜
日
お
よ
び
祝
日
は
除
き 

ま
す
） 

●
問
い
合
わ
せ
先 

西
北
地
域
県
民
局 
県
税
部 

☎
３
４
―
３
１
４
１ 

 

つ
が
る
西
北
五
広

域
連
合
職
員
採
用

試
験
に
つ
い
て 
 

《
つ
が
る
西
北
五
広
域
連
合
》 

つ
が
る
西
北
五
広
域
連
合
で
は
、
次

の
と
お
り
職
員
採
用
試
験
を
実
施
し

ま
す
。 

●
受
付
期
間 

六
月
一
日
（
水
）
～
七
月
五
日
（
火
）

●
試
験
日 

七
月
二
十
四
日
（
日
） 

●
職
種
、
採
用
予
定
人
員
お
よ
び
受
験

資
格 

下
記
の
と
お
り 

●
採
用
試
験
案
内 

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
（http://w

w
w

/ 
tsgren.jp/

）
か
ら
入
手
で
き
ま
す
。

ま
た
、
つ
が
る
西
北
五
広
域
連
合
病

院
運
営
局
人
事
課
、
か
な
ぎ
病
院
、

鰺
ヶ
沢
病
院
、
つ
が
る
市
民
診
療
所
、

鶴
田
診
療
所
で
も
配
布
い
た
し
ま

す
（
平
日 

午
前
八
時
三
十
分
～ 

午
後
五
時
）。 

※
な
お
、
平
成
二
十
八
年
九
月
十
八
日

（
日
）
に
も
採
用
試
験
を
実
施
す
る 
  

予
定
で
す
。 

①
受
付
期
間 

 

七
月
十
一
日
（
月
）
～
八
月
三
十
日

（
火
） 

②
職
種 

 

看
護
師
、
薬
剤
師
、
理
学
療
法
士
、 

作
業
療
法
士
、
言
語
聴
覚
士
、
臨
床

検
査
技
師
、
診
療
放
射
線
技
師 

（
詳
細
に
つ
き
ま
し
て
は
七
月
中
に

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
等
に
掲
載
す
る
予

定
で
す
。） 

●
採
用
日 

 

平
成
二
十
九
年
四
月
一
日
以
降
の

採
用
の
予
定
で
す
。 

た
だ
し
、
七
月
二
十
四
日
（
日
）
実

施
の
試
験
合
格
者
の
う
ち
、
薬
剤
師

お
よ
び
診
療
放
射
線
技
師
の
既
卒

か
つ
免
許
所
有
者
に
限
り
、
必
要
に

応
じ
て
、
平
成
二
十
八
年
度
中
の
採

用
が
あ
り
ま
す
。 

                             

●
問
い
合
わ
せ
先 

つ
が
る
西
北
五
広
域
連
合 

病
院
運
営
局 

人
事
課 

☎
２
６
―
６
３
６
３ 

平
成
二
十
八
年
度

労
働
保
険
年
度
更
新

の
手
続
き
に
つ
い
て 

 

《
青
森
労
働
局
》 

労
働
保
険
の
年
度
更
新
（
平
成
二
十

七
年
度
確
定
保
険
料
と
平
成
二
十
八

年
度
概
算
保
険
料
の
申
告
・
納
付
手
続

き
の
こ
と
を
い
い
ま
す
）
を
行
っ
て
い

た
だ
く
時
期
と
な
り
ま
し
た
。 

平
成
二
十
八
年
度
の
申
告
・
納
付
期

間
は
、
六
月
一
日
（
水
）
か
ら
七
月
十

一
日
（
月
）
ま
で
と
な
っ
て
お
り
ま
す

の
で
、
お
早
め
に
お
近
く
の
金
融
機

関
・
郵
便
局
等
で
手
続
き
を
お
願
い
し

ま
す
。 

●
問
い
合
わ
せ
先 

青
森
労
働
局 

総
務
部 

労
働
保
険
徴
収
室 

☎
０
１
７
―
７
３
４
―
４
１
４
５ 

 

総
合
浄
水
場
を

一
般
公
開
し
ま
す 

 

《
津
軽
広
域
水
道
企
業
団
》 

「
じ
ゃ
口
か
ら 

安
心
と
ど
け 

未
来

ま
で
」
を
ス
ロ
ー
ガ
ン
の
も
と
、
六
月

一
日
（
水
）
か
ら
七
日
（
火
）
ま
で
全

国
一
斉
に
『
第
五
十
八
回
水
道
週
間
』

が
行
わ
れ
ま
す
。 

職  種 採用予定人員 受験資格 

看護師（助産師含む） 
７名程度 

昭和 52 年 4 月 2 日以降に生まれた方で左記職種の免

許を有する方 または平成 29年 6月 30日までに免許

を取得する見込みのある方 
認定看護師（救急看護・ 
緩和ケア・糖尿病看護） 

薬剤師 ７名程度 
昭和 57 年 4 月 2 日以降に生まれた方で左記職種の免

許を有する方 または平成 29年 6月 30日までに免許

を取得する見込みのある方 

診療放射線技師 １名程度 昭和 57 年 4 月 2 日以降に生まれた方で左記職種の免

許を有する方 

 



津
軽
広
域
水
道
企
業
団
は
こ
の
趣

旨
に
賛
同
し
、
津
軽
事
業
部
に
お
い
て

総
合
浄
水
場
を
次
の
と
お
り
一
般
公

開
し
ま
す
。「
水
道
水
が
出
来
る
ま
で
」

を
見
学
し
、
水
道
水
の
大
切
さ
を
考
え

て
み
ま
せ
ん
か
。 

●
日
時 

六
月
五
日
（
日
） 

午
前
九
時
～
午
後
四
時
三
十
分 

●
場
所 

 

津
軽
広
域
水
道
企
業
団 

津
軽
事
業
部 

（
黒
石
市
大
字
石
名
坂
字
姥
懐
２
） 

●
参
加
料 

 

無
料 

     

●
問
い
合
わ
せ
先 

津
軽
広
域
水
道
企
業
団 

津
軽
事
業
部 

総
務
課 

☎
０
１
７
２
―
５
２
―
６
０
３
３ 

 

県
営
住
宅
入
居
者

募
集
の
お
知
ら
せ 

 

《
青
森
県
県
営
住
宅
等 

指
定
管
理
者
》 

県
営
住
宅
の
入
居
者
を
次
の
と
お

り
募
集
し
ま
す
。 

●
募
集
住
戸 

新
宮
団
地 

木
造
３
Ｌ
Ｄ
Ｋ 

（
五
所
川
原
市
若
葉
三
丁
目
地
内
） 

…
一
戸
（
一
階
玄
関
） 

※
申
込
者
お
よ
び
同
居
予
定
者
の
人

数
等
の
制
限
…
三
名
以
上 

●
募
集
・
受
付
・
書
類
配
布
・
説
明
期

間 六
月
一
日
（
水
）
～
六
月
十
日
（
金
） 

（
土
・
日
曜
日
を
除
く
） 

●
家
賃 

 

二
二
、
八
〇
〇
円 

～
四
四
、
八
〇
〇
円
程
度 

※
入
居
す
る
に
は
入
居
基
準
が
あ
り
、

家
賃
は
所
得
金
額
に
応
じ
て
決
定

し
ま
す
。 

●
そ
の
他 

▽
入
居
予
定
は
、
平
成
二
十
八
年
八
月

一
日
で
す
。 

▽
駐
車
場
は
原
則
と
し
て
一
住
戸
に

つ
き
一
台
で
す
。
駐
車
場
料
金
は
、

家
賃
と
は
別
に
徴
収
し
ま
す
。 

▽
冬
期
の
駐
車
場
や
共
用
部
分
の
除

雪
は
入
居
者
の
皆
さ
ん
で
行
っ
て

い
た
だ
き
ま
す
。 

●
問
い
合
わ
せ
先 

青
森
県
県
営
住
宅
等
指
定
管
理
者 

株
式
会
社
サ
ン
・
コ
ー
ポ
レ
ー
シ
ョ

ン 

住
宅
管
理
係 

 

（
五
所
川
原
市
大
字
金
山
字
亀
ヶ
岡

四
六
―
一
八
） 

☎
３
８
―
３
１
８
１ 

                                 

                                 

                                 

堤防工事による通行止めのお知らせ 
 

鶴田町木筒地区～野木地区において、岩木川の堤防工事のため通行

止めとなります。 

 鶴寿橋から柏方面、野木方面が通行止めとなりますので、県道弘前

柏線（県道 37 号バイパス）を迂回路としてご利用くださるようお願

いいたします。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【問い合わせ先】 

国土交通省 青森河川国道事務所 五所川原出張所 ☎３４－２７３８ 

路線名 ： 町道野木木筒 1 号線 

工事箇所① 全面通行止期間： 

平成 28 年 6 月 6 日(月)～9 月 30 日(金)〈予定〉 

工事箇所② 片側交互通行期間： 

平成 28 年 5 月 15 日(日)～7 月 15 日(金)〈予定〉 

工事箇所② 全面通行止期間： 

平成 28 年 7 月 15 日(金)～9 月 20 日(火)〈予定〉 

総務省からのお知らせ 
 

６月１日～１０日は
「電波利用環境保護
周知啓発強化期間」 
です。 

 

電波はルールを 
守って正しく 
使いましょう。 

 

▽電波の混信・妨害についての 

お問い合わせ 

総務省 東北総合通信局 

相談窓口 

☎022-221-0641 

http://www.soumu.go.jp

/soutsu/tohoku/ 

事業所・企業のみなさま 
 

引き続き『経済セン
サス-活動調査』への
ご協力をお願い 
いたします!! 
 

お忙しい中、調査票のご記入や

インターネットでのご回答、 

誠にありがとうございます。 
 

【問い合わせ先】 

総務課 まちづくり班（内線 264） 

デンパ君 



 

健康保険課 健康長寿班 

                          連絡先 (内線 131～135) 

【健康も 楽しい食事も いい歯から】 
 

◎６月４日(土)～１０日(金)まで「歯と口の健康週間」です。 

●8020 運動を進めよう（80 歳になっても、20 本の歯を保とう） 

●一生自分の歯で食べよう 

●午後のスタート ハミガキから 

歯の健康は、生活習慣病をはじめとして全身の健康に影響を及ぼします。食後は毎回歯みがきをし、虫歯

や歯周病を予防しましょう。 

 

【健診の申込みはしましたか】 

  今年度の集団健診の申込書は、５月上旬まで提出していただきました。 

まだ提出していない方、「受けない」と記入したが「やはり受けたい」方がありましたらご連絡をくださ

い。これからも変更は可能です。 

特定健診について、「病院で受ける」と返答した方も多いのですが、内科に通院中であっても受けられ

る健診となっています。通院中であっても特定健診を受け、ご自分の結果を把握し生活に留意している方

は医療費がかかっていないという報告もあります。 

 

【気軽に話せるおしゃべりサロン 「傾聴サロン」 に遊びに来ませんか】 

悩みがあるとき、気持ちが沈んでいるとき、誰かに話を聴いてもらいたいときなどありませんか？ 

鶴田町傾聴ボランティア養成講座修了生による「つるりんの会」が、あなたのお話をじっくりと聴きます。 

お話した内容の秘密は厳守します。安心してお越しください。 

・日時：6 月 6 日（月）、20 日（月） 午後１時～３時  

・場所：鶴遊館 栄養指導室 

 

【健康運動教室】  月・木曜日開催が原則ですが、変更もあります。 

・開催日：6 月 3 日(金)、6 日(月)、10 日(金)、13 日(月)、16 日(木)、20 日(月)、24 日(金)  

 27 日(月)、30 日(木)   

・場 所：鶴遊館(申込み不要)  

・時 間：午前 10 時～11 時 

＊運動できる服装でおいでください。お茶、お水、タオルなどをお持ちください。 

 

【知ってる？  心臓のこと】 

  心臓の中には、発電所（洞結節）と変電所（房室結節）さらに電気を流す「電線」の 

役目をする組織があります。心臓は左右の部屋に分かれているので、この電線も左右に        

分岐します。心臓の右側を走る電線を右
う

脚
きゃく

といい、この電線上で電気の流れが悪くなった状態を「右脚

ブロック」といいます。「完全右脚ブロック」は虚血性心疾患、高血圧、先天性心疾患でみられることが

あります。「不完全右脚ブロック」は右心室肥大、肺疾患などで生じます。町の「特定健診」では「心電

図」検査を実施しており、これらの心臓の病気を見つけることができます。 

平成２８年 町の保健だより 


